
【

市
か
ら
の
お
願
い

】
広
報
も
と
み
や
号
外
は
、
地
震
災
害
、
放
射
能
問
題
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
周
知
す
る
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
回
覧
さ
れ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
早
く
次
の

方
に
回
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

広報もとみや号外（１）

検出数 最小値 最大値
100ベクレル

以上の
検出数

1 大豆 19 6 11.96 20.45 0

2 茎立菜 2 0 - - 0

3 大根 1 0 - - 0

4 人参 1 0 - - 0

5 ネギ 1 0 - - 0

6 白菜 1 0 - - 0

7 ほうれん草 1 0 - - 0

8 干し大根 1 0 - - 0

9 味噌 1 0 - - 0

№ 品　名 件数

検出されたものの内訳

平成27年

３月11日発行

本 宮 市

秘書広報課

広報広聴係

☎24-5332

■市内自家用農産物の持込み 全９品目【平成27年２月分】

※最大値がキログラムあたり100ベクレルを超えた品目はありませんでした

市
で
は
、
食
材
（
自
家
用
農
産

物
）
を
細
か
く
き
ざ
ま
ず
に
、
そ
の

ま
ま
測
定
で
き
る
非
破
壊
式
放
射
能

測
定
装
置
を
導
入
し
、
３
月
２
日
か

ら
３
カ
所
の
測
定
所
に
設
置
し
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
の
測
定
装
置
で
は
、
細

か
く
き
ざ
ん
で
持
参
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
非
破
壊

式
放
射
能
測
定
装
置
で
は
、
幅

㎝
、

30

奥
行

㎝
、
高
さ

㎝
未
満
の
も
の

30

18

は
、
そ
の
ま
ま
測
定
で
き
ま
す
。

ま
た
、
測
定
時
間
や
測
定
結
果
を

お
知
ら
せ
す
る
ま
で
の
時
間
も
短
く

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
き
ざ
ん
で
測
定
す
る

装
置
に
よ
る
測
定
も
継
続
し
て
い
ま

す
。申

し
込
み
の
際
に
、
ど
ち
ら
を
希

望
さ
れ
る
か
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
測
定
所
】

▽
本
宮
市
放
射
能
除
染
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

本
宮
字
万
世

-

３

26

☎

-
２
６
８
２

63

▽
白
沢
測
定
所

和
田
字
石
上
１
２
７

（
白
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎

-

２
７
０
６

44

▽
荒
井
測
定
所

荒
井
字
茶
園
５

（
荒
井
地
区
公
民
館
内
）

☎

-

８
７
８
１

24

▲非破壊式放射能測定装置の説明を受ける高松市長

きざまずに測定 きざんで測定

必 要 な 量 500グラム以上 500グラム以上

持 込 方 法

水洗いで泥や土、汚れなどを落としてく
ださい。
幅30㎝×奥行30㎝×高さ18㎝未満のもの
は、そのまま測れます。
これを超える場合は、測定器に入る大き
さにカットして持参してください。

水洗いで泥や土、汚れなどを落としてか
ら、細かくきざんで持参してください。

測 定 時 間
10分～20分程度
※測定結果をお渡しするまで、30分程度
かかります。

30分～50分程度
※測定結果をお渡しするまで、１時間程
度かかります。

検出限界値 25ベクレル／キログラム 10ベクレル／キログラム

▲非破壊式放射能測定装置

■「きざまずに測定」と「きざんで測定」の違い

【
本
宮
市
で
摂
取
・
出
荷
等
が

制
限
さ
れ
て
い
る
主
な
農
産
物
等
】

出
荷
制
限
：
大
豆
、
タ
ケ
ノ
コ
、

た
ら
の
芽
（
野
生
の
も
の
に
限
る
）
、

コ
シ
ア
ブ
ラ
、

原
木
シ
イ
タ
ケ
（
露
地
）
、

野
生
キ
ノ
コ
（
菌
根
菌
類
、
腐
生
菌
類
）

※
平
成

年
２
月

日
現
在
の
も
の

27

27

で
あ
り
、
詳
し
い
内
容
は
福
島
県

「
ふ
く
し
ま
新
発
売
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

放
射
能
除
染
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

☎

-

２
６
８
２

63



９ ～ 11 月 ０．４２ミリシーベルト

12 ～ ２ 月 ０．３４ミリシーベルト

６ ～ ８ 月 ０．２７ミリシーベルト

９ ～ 11 月 ０．２３ミリシーベルト

12 ～ ２ 月 ０．２０ミリシーベルト

６ ～ ８ 月 ０．１９ミリシーベルト

９ ～ 11 月 ０．１６ミリシーベルト

12 ～ ２ 月 ０．１４ミリシーベルト

６ ～ ８ 月 ０．１２ミリシーベルト

９ ～ 11 月 ０．１１ミリシーベルト

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平均値

平成26年度

広報もとみや号外（２）

■ガラスバッジ平均値の推移（ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/３カ月）

この結果から、本宮市放射線健康

リスク管理アドバイザー野口邦和先

生より次のとおりアドバイスをいた

だきました。

３年前の同じ時期の測定値と比較

すると、平均値はおよそ４分の１に

まで減少しています。

平均値が大幅に減少しているのは、

除染対策の効果が現れているもので

す。今回の平均値は平常時における

一般人の国際勧告値である年１ミリ

シーベルトを大きく下回っており、

十分に安全で安心できる値です。

ミリシーベルト

平
成

年
９
月
か
ら
、
中
学
生

23

以
下
の
子
ど
も
と
妊
婦
の
皆
さ
ん

が
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を
着
用
し
、
積

算
線
量
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
２
回
目
（
９
月
・

26

月
・

月
）
の
測
定
結
果
が
ま

10

11

と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平
成

年
度
２
回
目
の

26

測
定
結
果
に
つ
い
て

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
回
収
人
数
は
３
，

７
１
１
人
で
、
最
小
値
は
検
出
限

界
値
未
満
、
最
大
値
は
０
．
５
０

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
、
全
体
の
平
均
値

は
３
カ
月
で
０
．
１
１
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
結
果
に
つ
い
て

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
に
よ
る
線
量
の

測
定
を
行
っ
た
平
成

年
９
月
か

23

ら
平
成

年

月
ま
で
、
３
カ
月

26

11

ご
と
の
平
均
値
の
比
較
は
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）

☎

-

２
７
８
０

63

月
～
２
月

12９
月
～

月
11

６
月
～
８
月

H25

月
～
２
月

12９
月
～

月
11

６
月
～
８
月

H24

月
～
２
月

12９
月
～

月
11

H23 H26

９
月
～

月
11

６
月
～
８
月



広報もとみや号外（３）

２
月

日
に
本
宮
市
防
災
会
議
が

27

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
宮
市
地
域
防
災
計
画

の
全
面
的
な
見
直
し
に
伴
い
、
そ
の

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、
国
土
交
通

省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
よ
り
、

市
長
が
任
命
す
る
防
災
会
議
委
員
22

人
で
審
議
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

今
回
の
防
災
会
議
で
は
、
平
成
21

年
３
月
に
策
定
し
た
本
宮
市
地
域
防

災
計
画
を
、
そ
の
後
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
な
ど
を
踏
ま
え
、

■地域別ガラスバッジ測定値（３カ月平均値）の推移 （ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/３カ月）

【棒グラフの説明】
左から平成23年度9～11月、平成23年度12～2月、平成24年度6～8月、平成24年度9～11月、平成24年度12～2月、平成25年度
6～8月、平成25年度9～11月、平成25年度12～2月、平成26年度6～8月、平成26年度9～11月の順の3カ月平均の測定値

そ
の
ほ
か
の
修
正
と
併
せ
て
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
会
議
の
委
員
に
、
会

長
の
高
松
市
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

【
本
宮
市
地
域
防
災
計
画
の修

正
概
要
】

想
定
さ
れ
る
各
種
災
害
の
多
様
化

や
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

市
民
の
命
を
最
優
先
と
し
た
「
安
全

・
安
心
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、
災

害
時
の
初
動
対
応
の
見
直
し
と
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
対
応
す
る
た
め
、
原
子
力
災

害
に
対
す
る
備
え
を
新
た
に
追
加
し

ま
し
た
。

今
回
の
主
な
修
正
点
は
、
地
域
自

主
防
災
組
織
の
推
進
や
広
域
連
携
に

よ
る
災
害
対
応
力
・
災
害
対
策
本
部

活
動
能
力
・
職
員
全
体
の
対
応
能
力

の
強
化
、
平
常
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
た
災
害
対
応
と
防
災
の
視
点

を
加
え
た
ま
ち
づ
く
り
、
男
女
双
方

の
視
点
に
配
慮
し
た
防
災
対
策
、
市

民
運
動
の
展
開
を
基
本
方
針
と
し
、

情
報
連
絡
体
制
の
強
化
や
住
民
避
難

対
策
、
物
資
の
確
保
な
ど
の
修
正
を

行
い
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

防
災
対
策
課

☎

-

５
３
６
５

24

▲高松市長（右）より辞令を受ける根本郡山北警察署本宮分庁舎所長



■各地区の住宅除染の

進ちょく状況

【平成27年３月１日現在】

広報もとみや号外（４）

市の水道水については、週３回（月、火、

金）検査を行っており、放射性物質は検出

されていませんので安心してご利用くださ

い。

◆問い合わせ先

上下水道課 上水道係

☎２４－５４１２

飲用の井戸水の測定を希望される方は、

専門機関へ依頼し、測定を実施しますので、

事前に電話でお問い合わせください。

なお、検査にかかる費用は無料です。

◆問い合わせ先

放射能除染・モニタリングセンター
☎６３－２６８２

■
高
木
・
仁
井
田
地
区
の

住
宅
除
染
が
完
了

市
内

地
区
の
う
ち
、
５
地
区
の

13

住
宅
除
染
が
完
了
し
、
現
在
は
４
地

区
で
除
染
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

荒
井
・
本
宮
・
青
田
・
岩
根
地
区

で
は
住
宅
敷
地
な
ど
の
事
前
調
査
を

進
め
て
お
り
、
準
備
が
整
い
次
第
、

町
内
会
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
仮
置
き
場
に
つ
い
て

和
田
・
長
屋
・
高
木
・
関
下
地
区

で
は
、
住
宅
除
染
の
汚
染
土
の
搬
入

ま
で
完
了
し
て
い
ま
す
。
仁
井
田
地

区
で
は
、
間
も
な
く
造
成
が
完
了
し
、

搬
入
作
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
地
区
で
も
造
成
、
設
計
、

候
補
地
選
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

放
射
能
除
染
・

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

※実施件数、進ちょく率は作業中の住宅

を含みます

■各地区の仮置き場の進ちょく状況 【平成27年３月１日現在】

地区名

和　 田

長　 屋

高　 木

関　 下  ０．０９

測定値（平均値）
マイクロシーベルト/時

 ０．０９

 ０．０７

 ０．１９

■搬入後の仮置き場の

放射線量

【平成27年３月２日現在】
地区名

整備数
（予定）

現在の状況 地区名
整備数
（予定）

現在の状況

和　田 １  造成完了・搬入完了 稲　沢 １  造成中

長　屋 １  造成完了・搬入完了 松　沢 １  造成中

高　木 １  造成完了・搬入完了 糠　沢 １  近日造成開始

仁井田 ３  近日造成完了・搬入開始 本　宮 １  近日造成開始

関　下 １  造成完了・搬入完了 岩　根 ５
 造成完了（２カ所）
 造成中（３カ所）

白　岩 １  近日造成開始

地区名 予定件数 実施件数 進ちょく率

和　田 454 454

長　屋 197 197

高　木 1,058 1,058

仁井田 683 683

関　下 105 105

白　岩 413 356 86 ％

稲　沢 250 169 68 ％

松　沢 121 107 88 ％

糠　沢 617 8 １ ％

荒　井

本　宮

青　田

岩　根

完 了

事前調査実施中

事前調査実施中

事前調査実施中

事前調査実施中

※青田地区、荒井地区は、測量設計に向けて

準備を進めています

▲稲沢地区での住宅除染の様子


